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２０２２年度ハイランド二丁目自治会通常総会議事録 
 
１．総会成立の要件確認    

2022 年度 5 月 8 日（現在）の世帯代表会員数 672 個（過半数 337 個）、議決権行使書回収数が 596
個（表決権総数の 88.7％）あったので、総会成立の要件を満たした。 
 

２．決議事項の結果 
 第 1 号議案 賛成 585 反対０ 白票 11  過半数の賛成を以って可決 
 第 2 号議案 賛成 587 反対０ 白票 9   過半数の賛成を以って可決 
  
3. 議案書「自治会館会計収支予算(案)/自治会館修理積立金調書」の訂正について 
  冒頭、八嶋総務より同調書中の「2022 年度増減高」に誤植があったので、下記のように訂正する

旨の報告を行いました。今後かかることのないように十分に注意をはらってまいります。 
 
 
 
 

 

 
4．議案についての主な質問・意見・要望 
（1）第２号議案  2022 年度運営計画（案）及び事業収支予算（案）の承認を求める件 

Ｑ1 昨年度より役員・会員の皆様のご理解ご協力により徐々に新体制、制度について検討・実行
されており感謝しております。高齢者、単身高齢者は今後急速に進行すると予測されます。従
って 5 年後、10 年後の自治会のあり方について更なる検討実行されるようご期待いたします。 

 
⇒Ａ1  

 貴重なご意見ありがとうございます。 

「2021 年度事業報告」でも記したように、自治会組織のあり方を検討する中で、その第 1 歩
として「班区画の再編成」をすすめ、会員数 9 人以下の 12 班で合区を行いました。 

自治会組織のあり方を総合的に検討する「検討部会」をさらに充足させて、会員構成等の
推移・変化に対応して多方面に亘る角度から改革に着手したいと考えています。 

ただ合区一つとっても派生する種々の問題もあり、ご理解を得るには思いのほか時間を要す
るのが実態です。改革は一人役員会でできるものではなく、全会員の知恵と力を頂いて初めて
前へ進むことができます。提案者はもとより、自治会員各位のご協力を心からお願い申し上げ
ます。 

 

Ｑ2 高齢化は止めることができないことです。定年制を議論するのではなく、誰でも少しでも負
担がなく班⻑を受けられる運営にしてほしいです。受けられる年齢の世帯にもそれぞれ事情は
あります。まずは会議の回数を減らしてほしいです。会議の他に会費回収日も年 2 回あります
が、会議日に重ねることはできないですか。 

班⻑にならなければ地域に関わることは殆どないのですから年齢に関係なく受けることが

〇自治会館修理積立金調書 原文 訂正 
2021 年度末現在高 2,000,497 2,000,497 
2022 年度利子 21 21 
2022 年度増減高 0 400,000 
2022 年度末現在高 2,000,518 2,400,518 
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できるようによろしくお願いいたします。 

 

⇒Ａ2  

貴重なご意見ありがとうございます。 

①「班⻑の定年制」について： 

定年制は一つの方策案として挙がっているだけで決定したわけではありません。他町内で
の実施状況から「高齢化」に即応した方策ではありますが、導入に当たっては様々な関連事
項の検討が必要だと考えています。 

②「会費納入を班⻑会議と同一日に」との提案について： 

会費納入事務にはかなりの時間を要します。仮に一班 10 分程度で終わったとしても全班
終えるには約 8 時間かかることになります。また多額の金銭を扱う関係上、慌ただしい中で
の納入事務は避けたいと考えています。ご理解のほどお願い申し上げます。 

➂  会議数の削減について： 

会議回数に限らず班⻑職務の軽減については、自治会回覧物の配布回数減、県・市広報の
配布委託、自治会費の一括納入、会議時間の短縮化など従前に比し改善を図ってきたことを
ご理解ください。もちろん今後ともあらゆる方面で改善に向けて鋭意取り組んでいく所存で
す。 

④ 地域への関りについて： 

言うまでもなく自治会は、同じ地域に居住する住⺠が、お互いに持っている力を出し合い、
多様な役割を住⺠みんなで協力して担いあって、より良い地域環境をつくるための地域共同
管理を行う組織です。その意味では一人ひとりの住⺠が〝主人公〟となって地域に関わって
いく会です。 

  地域環境の整備や防犯・防災、地域行事などをやっていればよかった旧来の活動に加え、
少子高齢化がますます進行する下で、孤独死の防止や生活の見守り、子どもの安全、空地・
空き家の管理など多様な条件を抱える住⺠「個人」を対象とした活動が求められるようにな
っています。 

「班⻑時以外は、地域に関わることが殆どない」のではありません。一人ひとりが自らの頭
と手で、地域の様々な課題に関わって「地域力」を強めていこうではありませんか。 

 役員会としても活動の見直しを図りながら、より良い地域にしていくために更に努めてい
きます。 

  

Ｑ3 ゴミ収集等に係る諸問題について 

① 収集班について再編成と清掃のあり方等、統一指導されるようご検討ください。 

② ゴミ収集立て看板の老朽化の交換をしてください。 

➂ ゴミ収集箱（枠・蓋・網）などが重すぎる。直置きして網だけにできないか。 

④ 車にて停めやすい場所へゴミ出しされる非常識な方がいます。注意喚起を願います。 

 

⇒Ａ3  

 貴重なご意見ありがとうございます。 

① 自治会では現在の区割りで運用いたします。不都合な区割りがありましたらご連絡くださ
い。集積所の清掃は利用者のご協力に委ねています。ご協力に感謝申し上げます。 

   ② 集積所立て看板をご利用の班は、そのまま継続してご利用ください。尚、立て看板は市の
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指導により「必要なし」となっていますので、自治会でのメンテナンスはありません。 

➂ 集積所それぞれの班員のコンセンサスのもと事情に合わせてご利用ください。 

④ 自治会においても注意致します。お気づきの点は自治会環境衛生部までご連絡ください。 

 
（３）その他の要望等について 
   ※ 議案とは直接関係ありませんが、その他の要望、激励等があったので報告します。 
 

Ｑ1 住⺠として不安に思っていることがありますのでご検討いただけると幸いです。 

久里浜に建設中の石炭火力発電所の件です。聞くところによれば来年には稼働を開始すると
のことです。そうなると東電で稼働を中止して以来、きれいな空気でいたのにまた基準は守ら
れているという範囲で幾種類かの有害な物質が廃止されることになります。気管支の弱い私は
不安です。 

  また年間 726 万トンの CO2 を排出し、それは横須賀市が輩出している 4 倍近くにもなるそ
うです。温暖化が進み、ハイランドでもあちらこちらで崖崩れがあり、大風による被害も出て
います。温暖化がさらに進むとどうなるでしょう。将来に生きる子供や孫たちにとっても恐ろ
しいように思います。このような不安を持っていることをお伝えしたいと思います。  

   ⇒A1  

貴重なご意見ありがとうございます。 

① 2020 年度にも同趣旨の要望があり、以下のようにお答えいたしました。基本的には同様の
考えで対応していきたいと考えています。 

   

     

 

 

  
 

   

 

② 稼働を控えて、要望にあるような健康及び地球環境への大きな影響への心配や懸念は現実
のものとなってきました。表立って声にこそ出さないものの、少なからぬ会員が同様の懸念
を抱いているものと思われます。 

自治会としても地域住⺠の健康及び地域・環境問題は、重要な活動の一つと考えています。
しかし住⺠の声が大きくならなければ、自治会としては直接的に取り上げにくいという問題
でもあることをご理解いただきたいと思います。 

崖崩れや風による被害等も、発生してからでは遅いので今まで以上に取り組みを強めると
ともに、環境問題への啓発・取り組みを進めていきます。 

   

  Ｑ2 困難な時期の予算編成、自治会の運営の工夫などお見事です。ご苦労様です。応援しており
ます。（同趣旨 5） 

 

⇒Ａ1  

  多くの励ましをいただきありがとうございます。「近所で近助」と言われます。身近に住んで

・地域環境の維持向上には自治会としても関心を持って取り組んでいる。石炭火力建設
問題でも、ハイランド連合や久里浜連合町内会を通じて情報の収集や行政との連絡等
を行ってきた。 

・住⺠の意見が分かれる問題でもあり、一律的に進めていくには難しい面もある。但し
住⺠の声が大きくなれば、それに応えて取り組むことにはやぶさかではない。 

・勿論、懸念されるような事態が発生してからでは手遅れになるので、これまで以上に
情報の収集や行政への要請等を強め、地域住⺠への情報提供も進めていきたい。 
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いればこそ、近くの人々が自分たちの力でしかできないことがあります。従来にはなかった課
題も多々ありますが、皆さまと力を合わせて、よりよい地域づくりに働きます。今後ともお力
添えのほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

5 議案の提案者名称 
ハイランド二丁目自治会       会  ⻑  ⻲井  博 

 
6 総会の決議があったものとみなされた月日 
  2022 年５月 8 日 
 
7 本議事録作成に係わる職務を行った者 
  2022 年５月 11 日作成        総務部⻑  八嶋  勲   印 

 
 

上記の内容に相違がないことを確認し、会⻑の指名する２名がこれに記名押印する。 
 

会計部⻑：             印 
              
 

監  事：             印     
         


